
第一回 極域研究集会 

「新第三紀における両極の気候変動と生態系」 

2023 年 5月 18 (木)，19 日 (金) 

現地・オンライン ハイブリット 

高知大学海洋コア国際研究所 B 棟 2F セミナー室 

5月 18日 (木) 一日目 

14:00-14:05 趣旨説明 
鈴木拓馬 (高知大学) 

I. IODP EXP395 Reykjanes Mantle Convection and Climate 

14:05-14:25 IODP Exp. 395C の成果と Exp. 395 の概要 
鈴木拓馬 (高知大学) 

14:25-14:45 Middle Miocene to Pleistocene nannofossil biostratigraphy from the North 
Atlantic: preliminary results from IODP Expedition 395C 

Boris T. Karatsolis (Uppsala University) 
14:45-15:05 更新世初期(MIS 95-91)における北大西洋の気候変動と大陸氷床崩壊の関

係 / MXCT を用いた古気候・古海洋復元 
武田沙蘭 (東京大学) 

15:05-15:10 総合討論 
-休憩 (15:10-15:20)- 

II. 南極便り 

15:20-15:50 [招待講演] 鮮新世における西南極氷床の動態：砕屑物の Sr-Nd-Pb 同位体
比解析 

堀川恵司 (富山大学) 
15:50-16:10 鮮新世温暖期の南極氷床発達史：南極半島・西南極・東南極深海掘削の珪

藻化石から Antarctic Ice History during the Warm Pliocene: Diatoms from 

Leg 178, Exp.318, and 379 drilled sites and its implications 
岩井雅夫 (高知大学) 

  



III. IODP EXP400 NW Greenland Glaciated Margin 
16:10-16:40 [招待講演] 氷床融解を起点とするテッピング・カスケードは温暖気候下

で発動するか：過去の温暖期からその可能性を探る 
関宰 (北海道大学) 

16:40-16:45 総合討論 

 

5月 19日 (金) 二日目 

IV. 中・高緯度域リンケージ 

9:30-10:00 [招待講演] 300 万年前の温暖期と未来気候 
平朝彦, 横山由香, 坂本泉 (東海大学) 

10:00-10:20 2011 年東北地方太平洋沖地震津波による海底環境変化および IODP Exp. 
400 への取り組み 

横山由香 (東海大学) 
10:20-10:40 石灰質ナンノ化石からみた北大西洋地域の新第三紀の古海洋環境 

三村 匠海 (秋田大学) 
10:40-10:45 総合討論 

-休憩 (10:45-10:55)- 

V. 両極の気候変動と生態系 

10:55-11:25 [招待講演] 海洋子午面循環と気候: 新第三紀における海洋モデリング研
究の紹介 

小林英貴 (富山大学) 
11:25-11:55 [招待講演] 北極海の海洋・海氷環境と微小プランクトン群集 

小野寺丈尚太郎 (JAMSTEC) 
11:55-12:00 総合討論 

 
-昼休憩 (12:00-13:00)- 

 
13:00-13:20 南北高緯度域における海氷分布復元 

加藤悠爾 (筑波大学) 
13:20-13:40 北極海および北大西洋における海生パリノモルフとその指標性: Exp.395

試料を用いた古生態系研究への展望 
安藤卓人 (秋田大学) 

13:40-14:00 総合討論 



14:00  閉会の挨拶 
参加申し込み 

https://forms.gle/fJ3Tj1UQD2UWy4HBA 
 
問い合わせ先 
鈴木拓馬 (高知大学海洋コア国際研究所) 

jm-takuma_suzuki@kochi-u.ac.jp 
 
 

https://forms.gle/fJ3Tj1UQD2UWy4HBA

